
(57)【要約】

【課題】超音波によって血管壁の境界を検出する方法と

して、測定対象となる血管壁の構造を解析し、境界位置

、中膜位置、外膜位置により分割された複数範囲から、

特定の範囲を選択して血管壁の移動量や弾性率値を表示

することが考慮されていなかった。また、自動または手

動で境界分割した位置の修正をフリーズ後に繰り返す（

再設定する）事が考慮されていない。

【解決手段】上記課題を解決するために本発明では、検

出された境界位置、中膜位置、外膜位置により分割され

た複数範囲をユーザが任意に選択する機能を有し、選択

した範囲内に限定して血管壁の移動量や弾性率値を表示

することができる。また、分割した境界情報をシネメモ

リに保存する手段と、フリーズ後にシネメモリから血管

壁の移動量や弾性率値を分割した境界情報を超音波画像

と共に再生する機能を有し、境界位置、中膜位置、外膜

位置などに分割された境界位置をフリーズ後に手動で再

定義する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 験 体 の 皮 膚 の 表 面 か ら 被 験 体 の 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 複 数 の 超 音 波 パ ル ス を 発 信 す る
発 信 手 段 と 、
血 管 に よ っ て 反 射 さ れ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 皮 膚 の 表 面 か ら の 深 さ 方 向 に 沿 っ た
超 音 波 エ コ ー を 受 信 し 電 気 信 号 に 変 換 す る 超 音 波 受 信 手 段 と 、
血 管 の 中 心 軸 に 対 し て 交 差 す る 方 向 の 超 音 波 エ コ ー 信 号 の 位 相 を 解 析 し 血 管 壁 の 移 動 量 を
算 出 す る 移 動 検 出 手 段 と 、
算 出 し た 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 に 基 づ い て 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 血 管 の 内 膜 と 血 管 を 通
っ て 血 液 が 流 れ る 血 液 流 領 域 と の 間 の 境 界 位 置 と 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 中 膜 位 置 と 血 管
の 長 手 方 向 に 沿 っ た 外 膜 位 置 と の 少 な く と も 一 つ を 自 動 検 出 す る 境 界 位 置 検 出 手 段 と 、
境 界 位 置 、 中 膜 位 置 、 外 膜 位 置 に よ り 分 割 さ れ た 複 数 範 囲 を ユ ー ザ が 任 意 に 選 択 す る 手 段
と 、
選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 を 表 示 す る 手 段 と を 具 備 す る こ と を
特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
被 験 体 の 皮 膚 の 表 面 か ら 被 験 体 の 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 複 数 の 超 音 波 パ ル ス を 発 信 す る
発 信 手 段 と 、
血 管 に よ っ て 反 射 さ れ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 、 皮 膚 の 表 面 か ら の 深 さ 方 向 に 沿 っ
た 超 音 波 エ コ ー を 受 信 し 電 気 信 号 に 変 換 す る 超 音 波 受 信 手 段 と 、
血 管 の 中 心 軸 に 対 し て 交 差 す る 方 向 の 超 音 波 エ コ ー 信 号 の 位 相 を 解 析 し 血 管 壁 の 移 動 量 や
弾 性 率 値 を 算 出 す る 移 動 検 出 手 段 と 、
手 動 で 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 血 管 の 内 膜 と 血 管 を 通 っ て 血 液 が 流 れ る 血 液 流 領 域 と の 間
の 境 界 位 置 と 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 中 膜 位 置 と 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 外 膜 位 置 の 少 な
く と も 一 つ を 定 義 す る 境 界 位 置 指 定 手 段 と 、
境 界 位 置 、 中 膜 位 置 、 外 膜 位 置 に よ り 分 割 さ れ た 複 数 範 囲 を ユ ー ザ が 任 意 に 選 択 す る 手 段
と 、
選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 を 表 示 す る 手 段 と を 具 備 す る こ と を
特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
超 音 波 画 像 、 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 情 報 と 共 に 複 数 範 囲 に 分 割 し た 境 界 情 報 を シ ネ メ モ リ
に 保 存 す る 手 段 と 、
フ リ ー ズ 後 に シ ネ メ モ リ か ら 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 を 分 割 し た 境 界 情 報 を 超 音 波 画 像
と 共 に 再 生 す る 手 段 と 、
そ の 再 生 情 報 と し て 境 界 位 置 、 中 膜 位 置 、 外 膜 位 置 に 分 割 さ れ た 境 界 位 置 を 手 動 で 再 定 義
す る 境 界 位 置 指 定 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ い ず れ か 一 項 に 記
載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
血 管 壁 は 、 発 信 手 段 に 近 い 側 の 前 壁 と 発 信 手 段 か ら 遠 い 側 の 後 壁 と を 有 し て お り 、 皮 膚 の
表 面 か ら の 深 さ 方 向 に 沿 っ た 境 界 位 置 を 検 出 す る た め の 関 心 領 域 を 、 前 壁 と 後 壁 と の 少 な
く と も 一 方 を 跨 ぐ よ う に 配 置 す る 関 心 領 域 配 置 手 段 と 、 ユ ー ザ 選 択 範 囲 を 関 心 領 域 内 に 限
定 す る 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ に い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 診 断
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
算 出 し た 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 に 基 づ い て 組 織 の 弾 性 情 報 を 算 出 す る 手 段 と 、 算 出 し た 弾
性 情 報 を ユ ー ザ 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て モ ニ タ 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４
に い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
算 出 し た 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 に 基 づ い て 組 織 の 弾 性 情 報 を 算 出 す る 手 段 と 、 算 出 し た 弾
性 情 報 を ユ ー ザ 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て 弾 性 情 報 の 平 均 値 、 最 大 値 、 最 小 値 、 分 散 値 の
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少 な く と も 一 つ を 算 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ に い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波
診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
算 出 し た 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 に 基 づ い て 組 織 の 弾 性 情 報 を 算 出 す る 手 段 と 、 算 出 し た 弾
性 情 報 を ユ ー ザ 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て ヒ ス ト グ ラ ム 形 式 で モ ニ タ 表 示 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
血 管 壁 の 移 動 量 を ユ ー ザ 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て ヒ ス ト グ ラ ム 形 式 で モ ニ タ 表 示 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
Ｂ 画 像 の 輝 度 値 を ユ ー ザ 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て ヒ ス ト グ ラ ム 形 式 で モ ニ タ 表 示 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 血 管 の 状 態 を 超 音 波 に よ っ て 診 断 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 に よ っ て 血 管 壁 の 境 界 を 検 出 す る 方 法 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照
） 。 こ の 方 法 は 、 標 準 的 な 血 管 構 造 を 有 し て い る こ と を 前 提 と し て 、 血 管 に よ っ て 反 射 さ
れ た 超 音 波 に 基 づ く 画 像 デ ー タ に お け る 輝 度 信 号 の 最 大 ピ ー ク 値 と 第 ２ ピ ー ク 値 と に 基 づ
い て 、 血 管 変 位 、 血 管 径 お よ び 血 管 壁 の 厚 さ 等 を 計 測 す る 。 ま た 、 超 音 波 に よ っ て 血 管 壁
（ 頚 動 脈 ） の Ｉ Ｍ Ｔ （ Ｉ ｎ ｔ ｉ ｍ ａ － Ｍ ｅ ｄ ｉ ａ 　 Ｔ ｈ ｉ ｃ ｋ ｎ ｅ ｓ ｓ ： 内 膜 か ら 中 膜 ま
で の 厚 み ） 値 を 検 出 す る 方 法 と し て 、 標 準 的 な 血 管 構 造 を 有 し て い る こ と を 前 提 と し て 、
血 管 に よ っ て 反 射 さ れ た 超 音 波 に 基 づ く 画 像 デ ー タ に お け る 輝 度 信 号 の 最 大 ピ ー ク 値 と 第
２ ピ ー ク 値 と に 基 づ い て 、 血 管 壁 （ 頚 動 脈 ） の Ｉ Ｍ Ｔ 値 を 計 測 す る 方 法 が あ る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ７ １ １ １ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ３ １ ８ ８ ９ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 前 述 し た 従 来 技 術 で は 、 測 定 対 象 と な る 血 管 壁 の 構 造 を 解 析 し 、 境 界 位 置
、 中 膜 位 置 、 外 膜 位 置 に よ り 分 割 さ れ た 複 数 範 囲 か ら 、 特 定 の 範 囲 を 選 択 し て 血 管 壁 の 移
動 量 や 弾 性 率 値 を 表 示 す る こ と が 考 慮 さ れ て い な か っ た 。 ま た 、 自 動 ま た は 手 動 で 境 界 分
割 し た 位 置 の 修 正 を フ リ ー ズ 後 に 繰 り 返 す （ 再 設 定 す る ） 事 が 考 慮 さ れ て い な か っ た 、 と
い う 問 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て 血 管 壁 の 移 動
量 や 弾 性 率 値 を 表 示 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 血 管 の 内 膜 と 血 管 を 通 っ て 血 液
が 流 れ る 血 液 流 領 域 と の 間 の 境 界 位 置 と 、 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 中 膜 位 置 と 、 血 管 の 長
手 方 向 に 沿 っ た 外 膜 位 置 の 少 な く と も 一 つ を 自 動 検 出 す る 境 界 位 置 検 出 手 段 と 、 境 界 位 置
、 中 膜 位 置 、 外 膜 位 置 に よ り 分 割 さ れ た 複 数 範 囲 を ユ ー ザ が 任 意 に 選 択 す る 機 能 を 有 し て
い る 。 こ の 構 成 に よ り 、 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 を 表 示 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 手 動 で 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 血 管 の 内 膜 と 血 管
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を 通 っ て 血 液 が 流 れ る 血 液 流 領 域 と の 間 の 境 界 位 置 と 、 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 中 膜 位 置
と 、 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 外 膜 位 置 の 少 な く と も 一 つ を 定 義 す る 境 界 位 置 指 定 手 段 と 、
境 界 位 置 、 中 膜 位 置 、 外 膜 位 置 に よ り 分 割 さ れ た 複 数 範 囲 を ユ ー ザ が 任 意 に 選 択 機 能 を 有
し て い る 。 こ の 構 成 に よ り 、 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 を 表 示
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 情 報 と 共 に 複 数 範 囲 に 分 割
し た 境 界 情 報 を シ ネ メ モ リ に 保 存 す る 手 段 と 、 フ リ ー ズ 後 に シ ネ メ モ リ か ら 血 管 壁 の 移 動
量 や 弾 性 率 値 を 分 割 し た 境 界 情 報 を 超 音 波 画 像 と 共 に 再 生 す る 機 能 を 有 し て い る 。 こ の 構
成 に よ り 、 境 界 位 置 、 中 膜 位 置 、 外 膜 位 置 な ど に 分 割 さ れ た 境 界 位 置 を フ リ ー ズ 後 に 手 動
で 再 定 義 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 皮 膚 の 表 面 か ら の 深 さ 方 向 に 沿 っ た 境 界 位 置 を 検
出 す る た め の 関 心 領 域 を 、 前 壁 と 後 壁 と の 少 な く と も 一 方 を 跨 ぐ よ う に 配 置 す る 関 心 領 域
配 置 手 段 機 能 を 有 し て い る 。 こ の 構 成 に よ り 、 ユ ー ザ 選 択 範 囲 を 関 心 領 域 内 に 限 定 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 算 出 し た 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 に 基 づ い て 、 組 織
の 弾 性 情 報 を 算 出 す る 機 能 を 有 し て い る 。 こ の 構 成 に よ り 、 算 出 し た 弾 性 情 報 を ユ ー ザ 選
択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て モ ニ タ 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 算 出 し た 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 に 基 づ い て 、 組 織
の 弾 性 情 報 を 算 出 す る 機 能 を 有 し て い る 。 こ の 構 成 に よ り 、 算 出 し た 弾 性 情 報 を ユ ー ザ 選
択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て 弾 性 情 報 の 平 均 値 、 最 大 値 、 最 小 値 、 分 散 値 の 少 な く と も 一 つ を
算 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 算 出 し た 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 に 基 づ い て 、 組 織
の 弾 性 情 報 を 算 出 す る 機 能 を 有 し て い る 。 こ の 構 成 に よ り 、 算 出 し た 弾 性 情 報 を ユ ー ザ 選
択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て ヒ ス ト グ ラ ム 形 式 で モ ニ タ 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 血 管 壁 の 移 動 量 を ユ ー ザ 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し
て ヒ ス ト グ ラ ム 形 式 で モ ニ タ 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 Ｂ 画 像 の 輝 度 値 を ユ ー ザ 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し
て ヒ ス ト グ ラ ム 形 式 で モ ニ タ 表 示 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 血 管 の 内 膜 と 血 管 を 通 っ て 血 液 が 流 れ る 血 液 流 領 域
と の 間 の 境 界 位 置 と 、 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 中 膜 位 置 と 、 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 外 膜
位 置 の 少 な く と も 一 つ を 自 動 検 出 す る 境 界 位 置 検 出 手 段 と 、 境 界 位 置 、 中 膜 位 置 、 外 膜 位
置 に よ り 分 割 さ れ た 複 数 範 囲 を ユ ー ザ が 任 意 に 選 択 す る 機 能 を 設 け る こ と に よ り 、 選 択 し
た 範 囲 内 に 限 定 し て 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 を 表 示 す る 、 と い う 効 果 を 有 す る 超 音 波 診
断 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 手 動 で 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 血 管 の 内 膜 と 血 管 を 通 っ て 血 液 が 流 れ
る 血 液 流 領 域 と の 間 の 境 界 位 置 と 、 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 中 膜 位 置 と 、 血 管 の 長 手 方 向
に 沿 っ た 外 膜 位 置 の 少 な く と も 一 つ を 定 義 す る 境 界 位 置 指 定 手 段 と 、 境 界 位 置 、 中 膜 位 置
、 外 膜 位 置 に よ り 分 割 さ れ た 複 数 範 囲 を ユ ー ザ が 任 意 に 選 択 す る 機 能 を 設 け る こ と に よ り
、 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 を 表 示 す る 、 と い う 効 果 を 有 す る
超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 情 報 と 共 に 複 数 範 囲 に 分 割 し た 境 界 情 報 を シ ネ
メ モ リ に 保 存 す る 手 段 と 、 フ リ ー ズ 後 に シ ネ メ モ リ か ら 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 を 分 割
し た 境 界 情 報 を 超 音 波 画 像 と 共 に 再 生 す る す る 機 能 を 設 け る こ と に よ り 、 境 界 位 置 、 中 膜
位 置 、 外 膜 位 置 な ど に 分 割 さ れ た 境 界 位 置 を フ リ ー ズ 後 に 手 動 で 再 定 義 す る 、 と い う 効 果
を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 皮 膚 の 表 面 か ら の 深 さ 方 向 に 沿 っ た 境 界 位 置 を 検 出 す る た め の 関 心 領
域 を 、 前 壁 と 後 壁 と の 少 な く と も 一 方 を 跨 ぐ よ う に 配 置 す る 関 心 領 域 配 置 す る 機 能 を 設 け
る こ と に よ り 、 ユ ー ザ 選 択 範 囲 を 関 心 領 域 内 に 限 定 す る 、 と い う 効 果 を 有 す る 超 音 波 診 断
装 置 を 提 供 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 算 出 し た 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 に 基 づ い て 、 組 織 の 弾 性 情 報 を 算 出 す
る 機 能 を 設 け る こ と に よ り 、 算 出 し た 弾 性 情 報 を ユ ー ザ 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て モ ニ タ
表 示 す る 、 と い う 効 果 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 算 出 し た 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 に 基 づ い て 、 組 織 の 弾 性 情 報 を 算 出 す
る 機 能 を 設 け る こ と に よ り 、 算 出 し た 弾 性 情 報 を ユ ー ザ 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て 弾 性 情
報 の 平 均 値 、 最 大 値 、 最 小 値 、 分 散 値 の 少 な く と も 一 つ を 算 出 す る 、 と い う 効 果 を 有 す る
超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 算 出 し た 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 に 基 づ い て 、 組 織 の 弾 性 情 報 を 算 出 す
る 機 能 を 設 け る こ と に よ り 、 算 出 し た 弾 性 情 報 を ユ ー ザ 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て ヒ ス ト
グ ラ ム 形 式 で モ ニ タ 表 示 す る 、 と い う 効 果 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と が で き
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 血 管 壁 の 移 動 量 を ユ ー ザ 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て ヒ ス ト グ ラ ム 形 式
で モ ニ タ 表 示 す る 、 と い う 効 果 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 Ｂ 画 像 の 輝 度 値 を ユ ー ザ 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て ヒ ス ト グ ラ ム 形 式
で モ ニ タ 表 示 す る 、 と い う 効 果 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る も の で あ
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 装 置 に つ い て 図 １ を 用 い て そ の 動 作 を 説 明 す る 。 図
１ に お い て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ は Ｂ モ ー ド 画 像 １ ０ １ と し て 血 管 内 を 流 れ る 血 流 部 １
０ ２ と 血 管 壁 １ ０ ３ を 表 示 で き る 体 表 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 血 管 壁 １ ０ ３ は 内 膜
１ ０ ４ 、 中 膜 １ ０ ５ 、 外 膜 １ ０ ６ の 三 層 構 造 と な っ て お り 、 各 種 演 算 を 実 施 す る 関 心 領 域
１ ０ ７ が 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ） １ ０ ８ を 捉 え る よ う な 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 血 管 に よ っ て 反 射 さ れ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 は 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ で 受 信 さ れ 信 号 受 信
１ １ ０ で 皮 膚 の 表 面 か ら の 深 さ 方 向 に 沿 っ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 と し て 電 気 信 号 に 変 換 さ れ
た 後 に ２ 方 向 に 分 岐 し て 、 一 方 は 移 動 量 検 出 １ ２ ０ で 、 拍 動 な ど に よ る 血 管 壁 の 移 動 量 が
検 出 さ れ 、 境 界 検 出 （ 自 動 ） １ ２ １ で 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 に 基 づ い て 、 血 管 の 長 手 方 向
に 沿 っ た 血 管 の 内 膜 と 血 管 を 通 っ て 血 液 が 流 れ る 血 液 流 領 域 と の 間 の 境 界 （ 内 膜 ） 位 置 と
中 膜 位 置 と 外 膜 位 置 の 少 な く と も 一 つ を 自 動 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 血 管 壁 は 、 発 信 手 段 に 近 い 側 の 前 壁 と 発 信 手 段 か ら 遠 い 側 の 後 壁 と を 有 し て い る 為 、 ユ
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ー ザ 設 定 に 従 っ て 関 心 領 域 配 置 １ ２ ４ で は 境 界 位 置 を 検 出 す る た め の 関 心 領 域 を 、 後 壁 側
の 血 管 壁 を 跨 ぐ よ う に 配 置 し て い る 。 同 様 に 範 囲 限 定 １ ２ ５ で は ユ ー ザ 設 定 に 従 っ て 各 種
演 算 処 理 を 実 施 す る 対 象 範 囲 を 定 め 、 演 算 処 理 １ ２ ６ で 関 心 領 域 内 か つ 対 象 範 囲 内 に 限 定
し て 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 、 そ の 平 均 値 、 最 大 値 、 最 小 値 、 分 散 値 、 ヒ ス ト グ ラ ム 値
を 算 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 信 号 受 信 １ １ ０ で ２ 方 向 に 分 岐 し た 他 方 側 は 、 Ｂ モ ー ド 処 理 １ ３ ０ で 各 種 の 信 号
処 理 が 施 さ れ 、 画 像 合 成 １ ３ ２ で は 、 演 算 処 理 １ ２ ６ で 求 め ら れ た 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性
率 値 、 そ の 平 均 値 、 最 大 値 、 最 小 値 、 分 散 値 、 ヒ ス ト グ ラ ム 値 を 超 音 波 画 像 と 合 成 し て 、
表 示 部 １ ３ ３ に 送 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 の 範 囲 限 定 １ ２ ５ に つ い て 、 図 ２ 、 図 ３ と と も
に そ の 動 作 を 詳 細 に 説 明 す る 。 例 え ば 、 図 ２ で は 関 心 領 域 ２ ０ ７ が 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ） ２
０ ８ を 捉 え る よ う に 配 置 し た 際 に 、 そ の 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ） ２ ０ ８ 自 体 の 賛 成 率 値 を 求 め
た い 場 合 に は 内 膜 ２ ０ ４ と 中 膜 ２ ０ ５ の 間 の み を 演 算 処 理 を 行 う 対 象 範 囲 と し て 定 め れ ば
、 内 膜 中 膜 間 の み を （ 着 色 ） 表 示 ２ ０ ８ の よ う に 表 示 部 １ ３ ３ に 表 示 さ れ 、 演 算 処 理 １ ２
６ で も 、 関 心 領 域 ２ ０ ７ 内 か つ 内 膜 ２ ０ ４ と 中 膜 ２ ０ ５ の 間 の み か ら 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾
性 率 値 、 そ の 平 均 値 、 最 大 値 、 最 小 値 、 分 散 値 、 ヒ ス ト グ ラ ム 値 な ど を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 図 ３ で は 関 心 領 域 ３ ０ ７ が 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ） ３ ０ ８ を 捉 え る よ う に 配 置 し た 際
に 、 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ） ３ ０ ８ の 外 側 に 相 当 す る 中 膜 ３ ０ ５ と 外 膜 ３ ０ ６ の 間 の み を 演 算
処 理 を 行 う 対 象 範 囲 と し て 定 め れ ば 、 中 膜 外 膜 間 の み を （ 着 色 ） 表 示 ３ ０ ８ の よ う に 表 示
部 １ ３ ３ に 表 示 さ れ 、 演 算 処 理 １ ２ ６ で も 、 関 心 領 域 ３ ０ ７ 内 か つ 中 膜 ３ ０ ５ と 外 膜 ３ ０
６ の 間 の み か ら 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 、 そ の 平 均 値 、 最 大 値 、 最 小 値 、 分 散 値 、 ヒ ス
ト グ ラ ム 値 な ど を 算 出 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 以 上 の 説 明 で は 、 内 膜 中 膜 間 と 中 膜 外 膜 間 に 限 定 し て 説 明 し た が 、 内 膜 外 膜 間 や
内 膜 か ら 関 心 領 域 （ 下 側 ） 間 な ど 他 の 領 域 選 択 で あ っ て も 同 様 に 実 施 可 能 で あ る 。 ま た 、
リ ア ル タ イ ム 処 理 中 に 領 域 を 変 更 す る こ と も 実 施 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 フ リ ー ズ 後 に 領 域
を 変 更 す る こ と も 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 装 置 に つ い て 図 ４ を 用 い て そ の 動 作 を 説 明 す る 。 図
４ に お い て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ４ ０ ０ は Ｂ モ ー ド 画 像 ４ ０ １ と し て 血 管 内 を 流 れ る 血 流 部 ４
０ ２ と 血 管 壁 ４ ０ ３ を 表 示 で き る 体 表 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 血 管 壁 ４ ０ ３ は 内 膜
４ ０ ４ 、 中 膜 ４ ０ ５ 、 外 膜 ４ ０ ６ の 三 層 構 造 と な っ て お り 、 各 種 演 算 を 実 施 す る 関 心 領 域
４ ０ ７ が 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ） ４ ０ ８ を 捉 え る よ う な 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 血 管 に よ っ て 反 射 さ れ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 は 超 音 波 プ ロ ー ブ ４ ０ ０ で 受 信 さ れ 信 号 受 信
４ １ ０ で 皮 膚 の 表 面 か ら の 深 さ 方 向 に 沿 っ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 と し て 電 気 信 号 に 変 換 さ れ
た 後 に ２ 方 向 に 分 岐 し て 、 一 方 は 移 動 量 検 出 ４ ２ ０ で 、 拍 動 な ど に よ る 血 管 壁 の 移 動 量 が
検 出 さ れ 、 境 界 検 出 （ 手 動 ） ４ ２ １ で 血 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 血 管 の 内 膜 と 血 管 を 通 っ て
血 液 が 流 れ る 血 液 流 領 域 と の 間 の 境 界 （ 内 膜 ） 位 置 と 中 膜 位 置 と 外 膜 位 置 の 少 な く と も 一
つ を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 血 管 壁 は 、 発 信 手 段 に 近 い 側 の 前 壁 と 発 信 手 段 か ら 遠 い 側 の 後 壁 と を 有 し て い る 為 、 ユ
ー ザ 設 定 に 従 っ て 関 心 領 域 配 置 ４ ２ ４ で は 境 界 位 置 を 検 出 す る た め の 関 心 領 域 を 、 後 壁 側
の 血 管 壁 を 跨 ぐ よ う に 配 置 し て い る 。 同 様 に 範 囲 限 定 ４ ２ ５ で は ユ ー ザ 設 定 に 従 っ て 各 種
演 算 処 理 を 実 施 す る 対 象 範 囲 を 定 め 、 演 算 処 理 ４ ２ ６ で 関 心 領 域 内 か つ 対 象 範 囲 内 に 限 定
し て 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 、 そ の 平 均 値 、 最 大 値 、 最 小 値 、 分 散 値 、 ヒ ス ト グ ラ ム 値
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を 算 出 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 信 号 受 信 ４ １ ０ で ２ 方 向 に 分 岐 し た 他 方 側 は 、 Ｂ モ ー ド 処 理 ４ ３ ０ で 各 種 の 信 号
処 理 が 施 さ れ 、 画 像 合 成 ４ ３ ２ で は 、 演 算 処 理 ４ ２ ６ で 求 め ら れ た 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性
率 値 、 そ の 平 均 値 、 最 大 値 、 最 小 値 、 分 散 値 、 ヒ ス ト グ ラ ム 値 を 超 音 波 画 像 と 合 成 し て 、
表 示 部 ４ ３ ３ に 送 出 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 の 範 囲 限 定 ４ ２ ５ に つ い て 、 図 ５ 、 図 ６ と も に
そ の 動 作 を 詳 細 に 説 明 す る 。 例 え ば 、 図 ５ で は 関 心 領 域 ５ ０ ７ が 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ） ５ ０
８ を 捉 え る よ う に 配 置 し た 際 に 、 そ の 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ） ５ ０ ８ 自 体 の 賛 成 率 値 を 求 め た
い 場 合 に は 内 膜 ５ ０ ４ と 中 膜 ５ ０ ５ の 間 の み を 演 算 処 理 を 行 う 対 象 範 囲 と し て 定 め れ ば 、
内 膜 中 膜 間 の み を （ 着 色 ） 表 示 ５ ０ ８ の よ う に 表 示 部 ４ ３ ３ に 表 示 さ れ 、 演 算 処 理 ４ ２ ６
で も 、 関 心 領 域 ５ ０ ７ 内 か つ 内 膜 ５ ０ ４ と 中 膜 ５ ０ ５ の 間 の み か ら 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性
率 値 、 そ の 平 均 値 、 最 大 値 、 最 小 値 、 分 散 値 、 ヒ ス ト グ ラ ム 値 な ど を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 図 ６ で は 関 心 領 域 ６ ０ ７ が 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ） ６ ０ ８ を 捉 え る よ う に 配 置 し た 際
に 、 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ） ６ ０ ８ の 外 側 に 相 当 す る 中 膜 ６ ０ ５ と 外 膜 ６ ０ ６ の 間 の み を 演 算
処 理 を 行 う 対 象 範 囲 と し て 定 め れ ば 、 中 膜 外 膜 間 の み を （ 着 色 ） 表 示 ６ ０ ８ の よ う に 表 示
部 ４ ３ ３ に 表 示 さ れ 、 演 算 処 理 ４ ２ ６ で も 、 関 心 領 域 ６ ０ ７ 内 か つ 中 膜 ６ ０ ５ と 外 膜 ６ ０
６ の 間 の み か ら 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 、 そ の 平 均 値 、 最 大 値 、 最 小 値 、 分 散 値 、 ヒ ス
ト グ ラ ム 値 な ど を 算 出 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 以 上 の 説 明 で は 、 内 膜 中 膜 間 と 中 膜 外 膜 間 に 限 定 し て 説 明 し た が 、 内 膜 外 膜 間 や
内 膜 か ら 関 心 領 域 （ 下 側 ） 間 な ど 他 の 領 域 選 択 で あ っ て も 同 様 に 実 施 可 能 で あ る 。 ま た 、
リ ア ル タ イ ム 処 理 中 に 領 域 を 変 更 す る こ と も 実 施 可 能 で あ る 。 ま た 、 フ リ ー ズ 後 に 領 域 を
変 更 す る こ と も 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 装 置 に つ い て 図 ７ を 用 い て そ の 動 作 を 説 明 す
る 。 図 ７ に お い て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ７ ０ ０ は Ｂ モ ー ド 画 像 ７ ０ １ と し て 血 管 内 を 流 れ る 血
流 部 ７ ０ ２ と 血 管 壁 ７ ０ ３ を 表 示 で き る 体 表 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 血 管 壁 ７ ０ ３
は 内 膜 ７ ０ ４ 、 中 膜 ７ ０ ５ 、 外 膜 ７ ０ ６ の 三 層 構 造 と な っ て お り 、 各 種 演 算 を 実 施 す る 関
心 領 域 ７ ０ ７ が 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ） ７ ０ ８ を 捉 え る よ う な 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 血 管 に よ っ て 反 射 さ れ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 は 超 音 波 プ ロ ー ブ ７ ０ ０ で 受 信 さ れ 信 号 受 信
７ １ ０ で 皮 膚 の 表 面 か ら の 深 さ 方 向 に 沿 っ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 と し て 電 気 信 号 に 変 換 さ れ
た 後 に ２ 方 向 に 分 岐 し て 、 一 方 は 移 動 量 検 出 ７ ２ ０ で 、 拍 動 な ど に よ る 血 管 壁 の 移 動 量 が
検 出 さ れ 、 境 界 検 出 （ 自 動 ） ７ ２ １ で 血 管 壁 の 移 動 量 の 変 化 に 基 づ い て 、 血 管 の 長 手 方 向
に 沿 っ た 血 管 の 内 膜 と 血 管 を 通 っ て 血 液 が 流 れ る 血 液 流 領 域 と の 間 の 境 界 （ 内 膜 ） 位 置 と
中 膜 位 置 と 外 膜 位 置 の 少 な く と も 一 つ を 自 動 検 出 す る 。 シ ネ メ モ リ ７ ２ ２ は 血 管 壁 の 移 動
量 の 変 化 情 報 と 共 に 複 数 範 囲 に 分 割 し た 境 界 情 報 を 保 存 し 、 フ リ ー ズ 後 に は 血 管 壁 の 移 動
量 や 弾 性 率 値 を 分 割 し た 境 界 情 報 を 超 音 波 画 像 と 連 動 し て 再 生 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 境 界 修 正 （ 手 動 ） ７ ２ ３ で は そ の 再 生 情 報 と し て 境 界 位 置 、 中 膜 位 置 、 外 膜 位 置 な ど に
分 割 さ れ た 境 界 位 置 を 手 動 で 再 定 義 す る 。 血 管 壁 は 、 発 信 手 段 に 近 い 側 の 前 壁 と 発 信 手 段
か ら 遠 い 側 の 後 壁 と を 有 し て い る 為 、 ユ ー ザ 設 定 に 従 っ て 関 心 領 域 配 置 ７ ２ ４ で は 境 界 位
置 を 検 出 す る た め の 関 心 領 域 を 、 後 壁 側 の 血 管 壁 を 跨 ぐ よ う に 配 置 し て い る 。 同 様 に 範 囲
限 定 ７ ２ ５ で は ユ ー ザ 設 定 に 従 っ て 各 種 演 算 処 理 を 実 施 す る 対 象 範 囲 を 定 め 、 演 算 処 理 ７
２ ６ で 関 心 領 域 内 か つ 対 象 範 囲 内 に 限 定 し て 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 、 そ の 平 均 値 、 最
大 値 、 最 小 値 、 分 散 値 、 ヒ ス ト グ ラ ム 値 を 算 出 し て い る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 信 号 受 信 ７ １ ０ で ２ 方 向 に 分 岐 し た 他 方 側 は 、 Ｂ モ ー ド 処 理 ７ ３ ０ で 各 種 の 信 号
処 理 が 施 さ れ 、 シ ネ メ モ リ ７ ３ １ は Ｂ モ ー ド エ コ ー 信 号 を 保 存 し 、 フ リ ー ズ 後 に は シ ネ メ
モ リ ７ ２ ２ と 連 動 し て 超 音 波 画 像 を 再 生 す る 。 画 像 合 成 ７ ３ ２ で は 、 演 算 処 理 ７ ２ ６ で 求
め ら れ た 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 、 そ の 平 均 値 、 最 大 値 、 最 小 値 、 分 散 値 、 ヒ ス ト グ ラ
ム 値 を 超 音 波 画 像 と 合 成 し て 、 表 示 部 ７ ３ ３ に 送 出 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 の 境 界 修 正 （ 手 動 ） ７ ２ ３ に つ い て 、 図 ８ 、 図
９ と と も に そ の 動 作 を 詳 細 に 説 明 す る 。 例 え ば 、 関 心 領 域 ８ ０ ７ が 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ） ８
０ ８ を 捉 え る よ う に 配 置 し て も 、 内 膜 ８ ０ ４ の 検 出 位 置 が 不 完 全 で 境 界 （ 誤 ） 検 出 ８ ０ ９
の よ う に エ ラ ー が 発 生 し て い る 状 態 を 図 ８ で 示 し て い る 。 こ の 時 、 図 ９ に 示 す よ う に ユ ー
ザ が 手 動 に よ り 訂 正 す る こ と で 、 境 界 （ 訂 正 後 ） ９ ０ ９ の よ う に 内 膜 ９ ０ ４ の 検 出 位 置 を
訂 正 す れ ば 、 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ） ９ ０ ８ の 形 状 と 同 一 に 修 正 で き る の で 、 所 望 の 範 囲 に 限
定 し た 正 し い 演 算 結 果 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 は 超 音 波 に よ っ て 測 定 対 象 と な る 血 管 壁 の 構 造 を 解 析 し 、 境 界 位
置 、 中 膜 位 置 、 外 膜 位 置 に よ り 分 割 さ れ た 複 数 範 囲 か ら 、 ユ ー ザ が 任 意 に 選 択 す る 機 能 を
有 し 、 選 択 し た 範 囲 内 に 限 定 し て 血 管 壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 を 表 示 す る こ と が で き る 。 ま
た 、 分 割 し た 境 界 情 報 を シ ネ メ モ リ に 保 存 す る 手 段 と 、 フ リ ー ズ 後 に シ ネ メ モ リ か ら 血 管
壁 の 移 動 量 や 弾 性 率 値 を 分 割 し た 境 界 情 報 を 超 音 波 画 像 と 共 に 再 生 す る 機 能 を 有 し 、 境 界
位 置 、 中 膜 位 置 、 外 膜 位 置 な ど に 分 割 さ れ た 境 界 位 置 を フ リ ー ズ 後 に 手 動 で 再 定 義 す る こ
と が で き る 、 と い う 操 作 が 可 能 な 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 膜 中 膜 間 の み を 選 択 す る 状 態 の 説 明 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 中 膜 外 膜 間 の み を 選 択 す る 状 態 の 説 明 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 膜 中 膜 間 の み を 選 択 す る 状 態 の 説 明 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 中 膜 外 膜 間 の み を 選 択 す る 状 態 の 説 明 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 境 界 判 定 エ ラ ー 状 態 の 説 明 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 境 界 判 定 を 訂 正 す る 状 態 の 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ ０ ０ 　 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 １ ０ １ 　 　 Ｂ モ ー ド 画 像
　 １ ０ ２ 　 　 血 流 部
　 １ ０ ３ 　 　 血 管 壁
　 １ ０ ４ 　 　 内 膜
　 １ ０ ５ 　 　 中 膜
　 １ ０ ６ 　 　 外 膜
　 １ ０ ７ 　 　 関 心 領 域
　 １ ０ ８ 　 　 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ）
　 １ １ ０ 　 　 信 号 受 信
　 １ ２ ０ 　 　 移 動 検 出
　 １ ２ １ 　 　 境 界 検 出 （ 自 動 ）
　 １ ２ ４ 　 　 関 心 領 域 配 置
　 １ ２ ５ 　 　 範 囲 限 定
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　 １ ２ ６ 　 　 演 算 処 理
　 １ ３ ０ 　 　 Ｂ モ ー ド 処 理
　 １ ３ ２ 　 　 画 像 合 成
　 １ ３ ３ 　 　 表 示 部
　 ２ ０ ０ 　 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ２ ０ １ 　 　 Ｂ モ ー ド 画 像
　 ２ ０ ２ 　 　 血 流 部
　 ２ ０ ３ 　 　 血 管 壁
　 ２ ０ ４ 　 　 内 膜
　 ２ ０ ５ 　 　 中 膜
　 ２ ０ ６ 　 　 外 膜
　 ２ ０ ７ 　 　 関 心 領 域
　 ２ ０ ８ 　 　 内 膜 中 膜 間 の み を （ 着 色 ） 表 示
　 ３ ０ ０ 　 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ３ ０ １ 　 　 Ｂ モ ー ド 画 像
　 ３ ０ ２ 　 　 血 流 部
　 ３ ０ ３ 　 　 血 管 壁
　 ３ ０ ４ 　 　 内 膜
　 ３ ０ ５ 　 　 中 膜
　 ３ ０ ６ 　 　 外 膜
　 ３ ０ ７ 　 　 関 心 領 域
　 ３ ０ ８ 　 　 中 膜 外 膜 間 の み を （ 着 色 ） 表 示
　 ４ ０ ０ 　 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ４ ０ １ 　 　 Ｂ モ ー ド 画 像
　 ４ ０ ２ 　 　 血 流 部
　 ４ ０ ３ 　 　 血 管 壁
　 ４ ０ ４ 　 　 内 膜
　 ４ ０ ５ 　 　 中 膜
　 ４ ０ ６ 　 　 外 膜
　 ４ ０ ７ 　 　 関 心 領 域
　 ４ ０ ８ 　 　 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ）
　 ４ １ ０ 　 　 信 号 受 信
　 ４ ２ ０ 　 　 移 動 検 出
　 ４ ２ １ 　 　 境 界 検 出 （ 手 動 ）
　 ４ ２ ４ 　 　 関 心 領 域 配 置
　 ４ ２ ５ 　 　 範 囲 限 定
　 ４ ２ ６ 　 　 演 算 処 理
　 ４ ３ ０ 　 　 Ｂ モ ー ド 処 理
　 ４ ３ ２ 　 　 画 像 合 成
　 ４ ３ ３ 　 　 表 示 部
　 ５ ０ ０ 　 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ５ ０ １ 　 　 Ｂ モ ー ド 画 像
　 ５ ０ ２ 　 　 血 流 部
　 ５ ０ ３ 　 　 血 管 壁
　 ５ ０ ４ 　 　 内 膜
　 ５ ０ ５ 　 　 中 膜
　 ５ ０ ６ 　 　 外 膜
　 ５ ０ ７ 　 　 関 心 領 域
　 ５ ０ ８ 　 　 内 膜 中 膜 間 の み を （ 着 色 ） 表 示
　 ６ ０ ０ 　 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
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　 ６ ０ １ 　 　 Ｂ モ ー ド 画 像
　 ６ ０ ２ 　 　 血 流 部
　 ６ ０ ３ 　 　 血 管 壁
　 ６ ０ ４ 　 　 内 膜
　 ６ ０ ５ 　 　 中 膜
　 ６ ０ ６ 　 　 外 膜
　 ６ ０ ７ 　 　 関 心 領 域
　 ６ ０ ８ 　 　 中 膜 外 膜 間 の み を （ 着 色 ） 表 示
　 ７ ０ ０ 　 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ７ ０ １ 　 　 Ｂ モ ー ド 画 像
　 ７ ０ ２ 　 　 血 流 部
　 ７ ０ ３ 　 　 血 管 壁
　 ７ ０ ４ 　 　 内 膜
　 ７ ０ ５ 　 　 中 膜
　 ７ ０ ６ 　 　 外 膜
　 ７ ０ ７ 　 　 関 心 領 域
　 ７ ０ ８ 　 　 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ）
　 ７ １ ０ 　 　 信 号 受 信
　 ７ ２ ０ 　 　 移 動 検 出
　 ７ ２ １ 　 　 境 界 検 出 （ 自 動 ）
　 ７ ２ ２ 　 　 シ ネ メ モ リ
　 ７ ２ ３ 　 　 境 界 修 正 （ 手 動 ）
　 ７ ２ ４ 　 　 関 心 領 域 配 置
　 ７ ２ ５ 　 　 範 囲 限 定
　 ７ ２ ６ 　 　 演 算 処 理
　 ７ ３ ０ 　 　 Ｂ モ ー ド 処 理
　 ７ ３ １ 　 　 シ ネ メ モ リ
　 ７ ３ ２ 　 　 画 像 合 成
　 ７ ３ ３ 　 　 表 示 部
　 ８ ０ ０ 　 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ８ ０ １ 　 　 Ｂ モ ー ド 画 像
　 ８ ０ ２ 　 　 血 流 部
　 ８ ０ ３ 　 　 血 管 壁
　 ８ ０ ４ 　 　 内 膜
　 ８ ０ ５ 　 　 中 膜
　 ８ ０ ６ 　 　 外 膜
　 ８ ０ ７ 　 　 関 心 領 域
　 ８ ０ ８ 　 　 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ）
　 ８ ０ ９ 　 　 境 界 （ 誤 ） 検 出
　 ９ ０ ０ 　 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ９ ０ １ 　 　 Ｂ モ ー ド 画 像
　 ９ ０ ２ 　 　 血 流 部
　 ９ ０ ３ 　 　 血 管 壁
　 ９ ０ ４ 　 　 内 膜
　 ９ ０ ５ 　 　 中 膜
　 ９ ０ ６ 　 　 外 膜
　 ９ ０ ７ 　 　 関 心 領 域
　 ９ ０ ８ 　 　 粥 種 （ ア テ ロ ー ム ）
　 ９ ０ ９ 　 　 境 界 （ 訂 正 後 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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要解决的问题：为了解决通过超声波检测血管壁边界的传统方法未考虑
分析血管壁结构的问题，作为测量对象，从多个中选择特定范围范围除
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量值或不考虑自动或手动重复（重置）校正冻结后划分边界位置。 
ŽSOLUTION：主题超声波诊断设备具有允许用户任意选择由检测到的边
界位置，中膜位置和外部位置划分的多个范围并显示移动距离和弹性模
量值的功能。血管壁通过限制到所选范围。该设备还具有用于将分割的
边界信息存储在电影存储器中的装置，以及再现通过划分血管壁的移动
距离和弹性模量值以及来自的超声图像而形成的边界信息的功能。冻结
后的电影记忆。 Ž
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